
南瓜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200g
しめじ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30g
　　　味噌・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2
　　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2.5
　　　みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2
　　　酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2
　　　しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
ピザ用チーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40g

“ほやほや”と納得できる情報、できたて“ほやほや”の情報をみなさまに提供していく季刊発行の院内情報誌
です。院内の広報委員で毎回その季節に合った特集を組み、お役に立てる情報を掲載すべく病院各部門のス
タッフそれぞれから原稿を集め誌面を制作しています。

〒918-8501 福井県福井市月見2丁目4番1号 
TEL.0776-36-3630㈹　FAX.0776-36-4133
E-mail webmaster@fukui-med.jrc.or.jp 
http://www.fukui-med.jrc.or.jp/
広報に関するご意見、ご感想をお待ちしています。

福井赤十字病院
人道・博愛の精神のもと、県民が求める優れた医療を行います。

■患者さんの権利と意思を尊重し、協働して医療を行います。
■安全と質を向上させ、優しい医療を行います。
■人間性豊かで専門性を兼ね備えた医療人を育成します。
■急性期医療・疾病予防・災害時医療に積極的に取り組みます。
■保健・医療・福祉と連携し、地域社会に貢献します。

理　　念

基本方針

　夏に収穫された南瓜は甘みが少ないですが、旬の秋まで寝かせた南瓜は

追熟されて甘みが増します。南瓜にはナトリウムを排泄する働きがあるカリウ

ムが豊富に含まれており、高血圧の予防効果が期待できます。また、免疫機能

を高める作用があるとされているβカロテンも豊富に含まれています。

　今回は栄養豊富な南瓜を使って味噌チーズ焼きにしました。

心温まるメッセージをいただきました！

　正面玄関では、感染症対策強化のため、当面の間全

ての方を対象に検温を実施しております。こうした中で、

県内の多くの方々から病院職員に対する温かいメッ

セージや千羽鶴などの作品をいただき、心から感謝申

し上げます。

　これからも、感染症防止をはじめ、地域を支える基幹

病院として、皆さまに安心して質の高い医療を受けて

いただけるよう努めてまいります。

秋レシピ
南瓜の味噌チーズ焼き

秋レシピ
南瓜の味噌チーズ焼き

材  料 （2人分）

エネルギー・・・・・・・・・・・・・218kcal
たんぱく質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8.3g
脂質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6.4g

炭水化物・・・・・・・・・・・・・・・・・・31.4g
塩分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.2g
カリウム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・554mg

栄養量 （1人分）

今 回 の 表 紙

作り方

❶南瓜を一口大に切り、耐熱容器に入れラップをかけ、電子レ
　ンジ（600W）で5分加熱する。

❷しめじは石づきを取り、ほぐしておく。

❸★の調味料を混ぜておく。

❹南瓜としめじに、★の調味料を混ぜ合わせる。

❺❹を耐熱皿に入れ、ピザ用チーズをのせ、180℃のオーブ
　ンで15分焼く。

★

福井赤十字病院広報誌

令和2年10月発行
071vol.

Japanese Red Cross Fukui Hospital

最新の被ばく線量管理システム装置を新規導入

教えてドクター Q&A（脳神経外科）

病棟紹介（緩和ケア病棟）

簡単、お手軽リラックス！ 今すぐできる筋弛緩法

やっぱり音楽を届けたい！
～癒しの音色のハーモニー～

無料Wi-Fiサービス開始！

患者満足度調査を受けての改善対応策について

栄養課おすすめレシピ

最新の被ばく線量管理システム装置を新規導入

教えてドクター Q&A（脳神経外科）

病棟紹介（緩和ケア病棟）

簡単、お手軽リラックス！ 今すぐできる筋弛緩法

やっぱり音楽を届けたい！
～癒しの音色のハーモニー～

無料Wi-Fiサービス開始！

患者満足度調査を受けての改善対応策について

栄養課おすすめレシピ

ご自由に
おとりください。

当院の
新型コロナウイルス
感染防止対策の
取り組み

当院の
新型コロナウイルス
感染防止対策の
取り組み

1日のカリウムの目標量
　成人男性3000mg以上、成人女性2600mg以上（ ）
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当
院
で
は
日
本
国
内
で
最
初
の

感
染
者
が
発
生
し
て
以
降
、院
内

で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、当
院
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、企

業
・
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ま
か
ら
多

く
の
医
療
資
機
材
の
寄
付
、励
ま

し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
、心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
井
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
が
大
幅
に
増
加
し
た

4
月
〜
5
月
の
第
1
波
で
は
、多

く
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。8

月
以
降
の
福
井
県
内
に
お
け
る
第

2
波
に
お
い
て
も
第
1
波
と
同
様

に
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
院
で
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生

し
て
以
来
、病
院
が
一
丸
と
な
り

患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
行
い
、一

般
患
者
さ
ん
の
外
来
診
療
、手
術
、

検
査
に
つ
い
て
も
現
在
は
制
限
す

る
こ
と
な
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
の
各
種
対
策
を
実
施
し
て
お

り
、引
き
続
き
職
員
一
同
、感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
、皆
さ
ま
に
安

心
し
て
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

面
会
制
限
な
ど
ご
不
便
な
点
も
有

り
ま
す
が
、ご
理
解
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

診
療
放
射
線
技
師
は
、記
憶
に
新

し
い「
ラ
ジ
エ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
」

（
２
０
１
９
年 

フ
ジ
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
）の
よ
う
に
、レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

や
Ｃ
Ｔ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮

影
）で
病
変
を
写
し
出
し
画
像
だ
け

見
て
い
る
の
で
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ

の
検
査
で
、医
療
被
ば
く
に
よ
る
線

量（
放
射
線
の
量
）を
管
理
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、目
的
に
沿
っ
た
適
切
な
検

査
と
撮
影
が
で
き
る
よ
う
、最
適
な

画
質
を
担
保
し
、
医
療
被
ば
く
管

理
、機
器
管
理
を
日
常
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
4
月
、厚
生
労
働
省

の
定
め
る
放
射
線
診
療
に
用
い
る

医
療
機
器
に
お
い
て
、安
全
で
、有

効
な
放
射
線
診
療
を
確
保
/
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
、医
療
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、こ
れ
を
機
に
、線
量

記
録
と
線
量
管
理
を
一
元
的
に
管

理
で
き
る
最
新
の「
被
ば
く
線
量
管

理
シ
ス
テ
ム
」を
新
規
導
入
し
ま
し

た
。こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、こ

れ
ま
で
の
線
量
記
録
に
加
え
、管
理

さ
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
、被
ば
く

線
量
の
評
価
と
最
適
化
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、学
会
で
示
さ
れ
て
い
る
検

査
ご
と
の
適
正
な
線
量
指
標
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
値
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録

す
る
こ
と
で
、万
一
の
異
常
値
や
危

険
値
を
迅
速
に
検
知
し
、注
視
度
を

色
分
け
／
判
別
し
、危
険
値
に
対
し

て
の
分
析
／
対
策
が
効
果
的
に
で

き
る
よ
う
線
量
管
理
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　

在
籍
す
る
31
名
の
診
療
放
射
線

技
師
は
、定
期
的
に
様
々
な
研
修
を

行
な
い
、患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
検

査
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、専
門
知
識
を
活
か

し
て
、医
療
者
側
へ
の
情
報
共
有
、

そ
し
て
当
該
検
査
・
治
療
に
よ
り
想

定
さ
れ
る
被
ば
く
線
量
と
そ
の
影

響
の
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
準
備

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
診
療
放
射

線
技
師
は
、「
画
像
」だ
け
見
て
い
る

の
で
は
な
く
、患
者
さ
ん
に
対
す
る

放
射
線
の
安
全
利
用
を
監
視
し
、過

剰
被
ば
く
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

に 

「
安
全
」も
見
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
患
者
さ
ん
に
安

心
、安
全
な
放
射
線
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

当院の新型コロナウイルス
感染防止対策の取り組み

医療トピックス

最
新
の
被
ば
く
線
量
管
理
シ
ス
テ
ム
装
置
を
新
規
導
入

〜
安
心
、安
全
な
放
射
線
検
査
の
た
め
に
〜

当院の対応状況
1月31日（金）

2月3日（月）

3月4日（水）

3月9日（月）

3月23日（月）

4月6日（月）

4月20日（月）

5月11日（月）

5月31日（日）

6月1日（月）

髙木院長を本部長とする新型コロナウイルス感染
症対策本部を設置
以降、5月31日（日）に本部を解散するまで対策会議
を計69回実施し、新型コロナウイルス感染症への
対策立案を行った。
感染初期対応室で新型コロナウイルス感染症の
検体採取を開始
入院患者の面会希望者に体温測定を開始
電話による再診と処方せんの発行を開始
正面玄関で全来院者への発熱スクリーニングを開始
救急外来での患者受け入れを中止
（脳卒中救急患者の受け入れは継続）
救急外来での患者受け入れを再開
手術前のコロナ感染の有無を調べる
ＬＡＭＰ検査を開始
感染者数の減少にともない、新型コロナウイルス
感染症対策本部を解散
通常診療体制を再開

新型コロナウイルス感染症対策本
部を解散後も定期的に会議を行
い、対策を検討しています。

感染防止のため、面会を制限して
おります。

ドアノブやエレベーターのボタンな
ど、いたるところに手指消毒を呼び
かけるステッカーを貼り、こまめな
消毒を意識しています。

当院では診断画像の質を維持しつつ、「診断参考レベル」（※）よりも低い線量
で、被ばくを必要最小限に抑えた検査を行っています。
※日本医学放射線学会らが推奨する検査の適正線量値

当院のCT検査による被ばく線量は2～20mSvですが、検査する部位や方法

で異なり、これよりも多くなることもあります。一般的には、100mSv以下の

放射線被ばくによる影響はほとんどないと考えられており、発ガンのリスク

においても、食事やストレスなど放射線以外の因子によるものと区別できな

いと言われています。

全職種の職員が、手指消毒剤やフェイスシールドを身につけ、
日頃から感染防止に努めています。

■ 診断参考レベルと当院の比較 ■ 被ばく線量

頭部 胸部 腹部 心臓胸腹部 肝dynamic

100

75

50

25

0

■ 診断参考レベル（CTDIvol）　■ 当院（CTDIvol）

放射線

100mSv
未満

100～200
mSv

200～500
mSv

500～1000
mSv

1000～2000
mSv

診断参考レベルを100とした時の当院の被ばく量の相対値比（% ）

相対リスク

低 高

検出不可能 1.01～1.09 1.10～1.29 1.30～1.49 1.50～2.49

CT検査（当院）
2～20mSv

受動喫煙
野菜不足

肥満
BMI　30

飲酒
（毎日2合）

飲酒
（毎日3合）
喫煙＞＝
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　脳卒中の治療は時間との勝負です。脳梗塞は火

事のように時間がたてばたつほど脳を壊してい

きます。治療をしてもすべてを止めることはでき

ませんが、できるだけ早い段階で最善の治療を選

択することが重要です。

　例えば、脳の血管に詰まった血の塊を溶かすお

薬は、最後に元気な姿を確認してから4時間半まで

しか使えません。検査などの時間を考えると、発症

から1時間以内には病院に向かうことが理想的で

す。「少し様子を見て」や「寝たら治るかもしれない」と思わないでください。

　脳卒中の治療は、点滴による治療・血管内治療・手術治療が三つの柱となります。脳卒中医は、脳卒中の原因と全

身状態等から最適な治療を考え実行します。

　脳卒中は突然起こり、寝たきりの大きな原
因になっている病気です。当院では脳神経
外科と神経内科が協力して、24時間脳卒中
に対しての治療を行っています。

教えてドクター

Q&A
《脳神経外科》

　脳卒中には脳の血管が詰まる病気と脳の血管が破れる病気があります。どちらも脳を傷つけたり、脳の圧が上がっ

たりすることによって症状を出しますが、脳は場所によって役割がちがうのでどこの部分が傷ついたかによって症状

がかわります。具体的には手の力が入らない、歩きにくい、しゃべりにくい、言葉が出てこない、理解できない、ものが二

重に見えるなどですが、とくに片方の手や足に力が入りにくい場合には脳卒中の可能性が高いといえます。

　また、血管が破れた場合は頭痛や嘔吐だけのこともありますが、とくに動脈瘤とよばれる動脈のこぶが破裂したら、

これまで経験したことのない金槌で殴られたような頭痛があるといわれます。

脳卒中はどんな症状が出ますか？Q.
A.

脳卒中かもしれないと思ったら、どうしたらいいですか？Q.

A.

脳 卒 中につ い て

脳卒中にならないためにはどうしたらいいですか？Q.

　残念ながら脳卒中は一度起こしてしまうと後遺症が残る患者さんも多く、要介護になる主要な原因となっていま

す。そのため、まずは脳卒中を起こさないことが一番です。脳卒中は血管の病気なので、予防はどれだけ血管を大事

にするかということになります。そのためには血管に悪さをするような状態をできるだけ避けることが重要です。

　血管を痛める最大の要因は高血圧で、普段から塩分の取りすぎなどに注意が必要です。ほかにも高コレステロー

ル血症や糖尿病なども血管を痛めつける原因となります。これらの病気は初期であれば食事療法でも改善する可

能性がありますので、日々の検診結果に注意して普段からかかりつけ医の先生と相談しておいてください。

　また、たばこは血管を痛めつける作用が強く、お勧めできません。

　これらのことを注意することで脳卒中だけでなく、心筋梗塞などにかかる可能性も低くすることができます。

A.

　緩和ケア病棟は、エキナケアとも呼ばれます。エキナケア

は“エキナセア”というお花の花言葉にある「あなたの痛み

を癒します」に由来しています。

　エキナケアはがんを患う患者さんに対し、体や心のつらさ

を和らげ自分らしい生活を取り戻していただく場所です。そ

のため病棟は、「治療の場」ではなく「生活の場」をイメージし

て造られています。患者さんに合わせた利用ができる設備

（病室・家族室・デイルーム・リラクゼーションルーム・浴室な

ど）や、遥か白山を展望する見晴らしの良い屋上庭園があり、

ゆったりとした穏やかな環境をご提供しています。そして、病

棟のコンセプトである「あなたは大切な人、生きる力を支え

ます」という思いのもと、全スタッフで連携しながら専門性の

高い緩和ケアを行っています。

緩和ケア病棟病棟紹介

脳神経外科代表部長

西村 真樹
日本脳神経外科学会指導医

日本脳卒中の外科学会認定指導医

入棟カンファレンス
　入棟された患者さんについて、病気によるつらさを和らげ

られるようなケアの方針や、どのような生き方・過ごし方を

望まれるのかを話し合います。医療スタッフが情報を共有し、

患者さん・ご家族の状態や思いも確認しながら、ケアの方向

性を決めていきます。

ご遺族からのお手紙
　人生を全うされ、当病棟で逝去された患者さんのご遺族

の方へ、看護スタッフからグリーフケア（大切な方を亡くした

つらさに寄り添うケア）として、お手紙やスナップ写真をお送

りさせていただいております。その際、時として心温まるご遺

族からのメッセージをお便りとしていただくことがあります。

共に過ごしたエキナケアでの思い出やご遺族の方々の「今」

を知ることができ、これからの緩和ケアに繋ぐことができる

貴重な言葉の数々です。

イベント
　患者さん・ご家族、他の病棟の方々が音楽などを通し、

同じ時間を過ごします。院内外のボランティアの方々のご

協力に本当に感謝です。ひとときの癒しにより、つらさか

ら少しでも解放されることを願って、病棟スタッフも企画

運営をしています。

入棟カンファレンスの
様子。多職種で患者さ
んの情報を共有し、最
適なケアを考えます。

昨年のクリスマス会の様子。当院
のスタッフも心を込めて演奏しま
した。

ご遺族からの心温まる数々のお便り。

「つらさを和らげ  自分らしく生きる」
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、い
ま
だ
余
談
を
許
さ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
な
か
、皆
さ
ん
が
不
安
や
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。不
安
や
ス
ト

レ
ス
が
続
く
と
、不
眠
、食
欲
低
下
、気
分
の
落
ち
込
み
な
ど
、

心
身
の
不
調
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
出
て
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
で
健
康
を
維
持
す
る
に
は
、な
に
よ
り
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
が
大
切
で
す
。そ
こ
で
今
回
は
、手
軽
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
と
し

て
、「
筋
弛
緩
法
」の
や
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

背
も
た
れ
の
あ
る
椅
子
に
、楽
な
姿
勢
で
腰
か
け
ま
し
ょ

う
。ま
ず
、10
秒
間
、身
体
に
力
を
入
れ
て
、筋
肉
を
緊
張
さ
せ

ま
す
。力
の
入
れ
具
合
は
、大
体
６
〜
７
割
が
目
安
で
す
。そ
の

後
、「
ス
ト
ン
」と
、一
気
に
力
を
抜
い
て
緊
張
を
解
い
て
く
だ
さ

い
。そ
の
ま
ま
20
秒
間
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
身
体
の
感
覚
を

味
わ
い
ま
し
ょ
う
。筋
弛
緩
法
は
、左
の
図
に
描
か
れ
て
い
る
①

〜
④
の
４
つ
の
身
体
の
部
位
で
、そ
れ
ぞ
れ
２
回
ず
つ
、合
計
８

回
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

慣
れ
て
き
た
ら
、前
回
ご
紹
介
し
た
呼
吸
法
と
組
み
合
わ
せ
ま

し
ょ
う（
ほ
や
ほ
や
70
号
の
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。ゆ
っ
く

り
と
息
を
吐
き
出
し
な
が
ら
力
を
抜
く
よ
う
に
す
る
と
、よ
り
強

い
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

筋
弛
緩
法
を
実
践
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
の
ス
ト
レ
ス
に
負
け
ず
、

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

簡
単
、
お
手
軽
リ
ラ
ッ
ク
ス
！ 

今
す
ぐ
で
き
る
筋
弛
緩
法

や
っ
ぱ
り
音
楽
を
届
け
た
い
！

〜
癒
し
の
音
色
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
〜

やりかた
①～④を2回ずつ、計8回やってみましょう！

両手で握りこぶしを作り、
腕を曲げて力こぶを
作る

①腕

胸を大きく開いて、
両肩を耳に近付けるように
引き上げる

②肩

歯をかみしめ、両目を
かたく閉じて、目と口を
鼻に近づけるようにする

③顔

両足をまっすぐに
伸ばして、
床から浮かせる

④足

　

定
期
的
に
院
内
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
、

患
者
さ
ん
に
癒
し
の
音
色
を
届
け
て
く
だ
さ

る「
こ
こ
ろ
の
薬
箱
」。メ
ン
バ
ー
を
追
加
し
、演

奏
楽
曲
の
ジ
ャ
ン
ル
も
増
や
し
な
が
ら
、今
年

１
月
ま
で
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
の
場
は
閉

ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。活
動
自
粛
が
続
く

中
、「
ど
う
し
て
も
音
楽
を
皆
さ
ん
の
元
へ
お
届

け
し
た
い
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
、音
楽
を
届
け
ら
れ

な
い
か
？
」と
メ
ン
バ
ー
の
方
よ
り
ご
提
案
が
あ

り
、動
画
配
信
サ
イ
ト「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」を

通
し
て
音
楽
を
届
け
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
…
と
い
う
こ
と
で
、タ

イ
ト
ル
は「
音
来（
オ
ン
ラ
イ
ン
）こ
こ
ろ
の
薬

箱
」と
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
が
不
得
手
な
メ
ン
バ
ー
同
士
が
苦

戦
し
な
が
ら
も
演
奏
を
合
わ
せ
、配
信
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
の
こ
と
。コ
ロ
ナ
禍
で
疲
れ
た

こ
こ
ろ
の
癒
し
に
な
れ
ば
と
の
思
い
と
共
に
、

素
敵
な
音
色
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
一
度
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
音
来
こ
こ

ろ
の
薬
箱
」と
検
索
し
、演
奏
を
聴
い
て
み
て

く
だ
さ
い

無
料W

i-Fi

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
！

　

外
来
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
病
院
来
訪
者
の
利
便
性
向
上
の
一
環
と
し
て
、ア
メ
ニ

テ
ィ
用
無
料W

i-Fi

接
続
サ
ー
ビ
ス
を
8
月
24
日（
月
）よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

患
者
満
足
度
調
査
を
受
け
て
の
改
善
対
応
策
に
つ
い
て

　

昨
年
度
の
患
者
満
足
度
調
査
で
は
、入
院
３
６
８
名
、外
来
８
０
９
名
の
患
者
さ
ん
に

ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
て
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。当
院
へ
の
満
足
度
の
低

か
っ
た
項
目
に
つ
い
て
改
善
を
図
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ご
利
用
に
な
る
場
合
に
は
、個
人
所
有
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
ご
準
備
下
さ
い
。（
病
院
で

の
機
器
貸
出
や
電
源
の
供
給
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、必
要
な
場
合
は
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
） 

院
内
各
所
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
ポ
ス

タ
ー（
左
記
）に
書
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
名

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
後
、利
用
規
約
の
画

面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、利
用
規
約
に
同

意
の
う
え
ご
利
用
下
さ
い
。※
な
お
、接
続

設
定
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
お
受
け
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、各
自
で
対
応
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

利
用
す
る
た
め
に
は

　

当
院
で
は
、各
病
棟
に
診
療
報
酬
の
請
求
を

担
当
す
る
病
棟
ク
ラ
ー
ク
を
配
置
し
て
お
り
ま

す
。

　

入
院
費
用
の
目
安
に
つ
い
て
は
、各
病
棟
の

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
お
り
ま
す
病
棟
ク

ラ
ー
ク
に
お
声
が
け
い
た
だ
く
か
、近
く
の
看
護

師
へ
お
伝
え
い
た
だ
け
れ
ば
、費
用
の
概
算
を
計

算
し
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。入
院
の
費
用
や
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

機
器
か
ら
発
生
す
る
音
に
つ

い
て
は
、イ
ヤ
フ
ォ
ン
等
を
利
用

す
る
な
ど
、周
囲
の
方
々
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　

W
i-Fi

を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、悪
意
の

あ
る
サ
イ
ト
ま
た
は
第
三
者
に
よ
り
I
D
や

パ
ス
ワ
ー
ド
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
な
ど

が
漏
洩
す
る
危
険
が
あ
る
た
め
、重
要
な
通

信
に
つ
い
て
は
、利
用
者
の
判
断
の
も
と
実

施
す
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

セ
キ
ュ
テ
ィ
に
つ
い
て

　

W
i-Fi

は
、外
来
・
病
棟
の
診
療
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
利
用
し
て
き
た
実
績
が
あ

り
、医
療
用
電
気
機
器
へ
影
響
を
与
え
ま
せ

ん
。ま
た
、心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
植
込
み
型
医
療

機
器
の
装
着
に
対
し
て
も
基

本
的
に
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
用
電
気
機
器
へ
の
影
響
に
つ
い
て

Q職員
か
ら
の

入
院
費
用
の
説
明

　

こ
こ
数
年
、全
体
的
に
放
射
線
検
査
の
数
が

増
え
て
お
り
、患
者
さ
ん
に
は
待
ち
時
間
が
長
い

こ
と
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

調
査
結
果
を
受
け
放
射
線
部
で
検
討
し
た
結

果
、放
射
線
部
の
始
業
時
間
を
早
め
て
業
務
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、採
血
な

ど
他
の
待
ち
時
間
の
合
間
に
撮
影
が
で
き
る
よ

う
に
、他
部
署
と
も
連
携
を
す
る
な
ど
確
認
を

取
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、受
付
時
に
待
ち
時
間
の
目
安
や
進

行
状
況
を
お
伝
え
す
る
こ
と
や
、お
待
ち
い
た
だ

く
患
者
さ
ん
に
は
声
を
か
け
る
な
ど
、少
し
で
も

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
待
ち
時
間
の
負
担
が
軽

く
な
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。ご
不
明
な
点

は
お
気
軽
に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

Q　　「
レ
ン
ト
ゲ
ン･C

T

　
　･M

RI

な
ど
の

受
付
」か
ら「
検
査
」

ま
で
の
待
ち
時
間
の

長
さ
は
い
か
が
で
し
た
か
？

3.92点
5点満点中

3.52点
5点満点中

67


